
　

天
照
大
神
が
天
の
岩
戸
に
隠
れ
た
時
、

天あ
め
の
う
ず
め

鈿
女
命
の
舞
に
よ
っ
て
岩
戸
が
開
か
れ
、
太

陽
を
取
り
戻
し
た
と
い
う
神
話
か
ら
、
女
性

が
い
な
け
れ
ば
何
事
も
思
う
に
任
せ
ず
、
夜

も
日
も
明
け
な
い
と
い
う
た
と
え
。

　
「
日
の
本
は
天
の
岩
戸
の
昔
か
ら
、
女
な
ら

で
は
夜
も
明
け
ぬ
国
」
と
。
皆
さ
ん
の
ご
家

庭
い
か
が
で
す
か
。
亭
主
と
威
張
っ
て
い
て
も

家
へ
帰
れ
ば
奥
様
に
頭
が
上
ら
な
い
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
。
我
が
家
も
同
じ
で
す
。

　
〝
か
か
あ
天
下
〟
と
い
わ
れ
る
語
源
、
う
ち

の
か
か
は
天
下
一
が
崩
れ
て
恐
妻
の
た
と
え
に

使
わ
れ
る
が
、
女
性
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
天
照
大
神
と
卑
弥
呼

　

日
本
歴
史
上
女
性
の
ト
ッ
プ
と
い
え
ば
天

う
で
は
な
い
崇
神
天
皇
の
姨お
ば

で
あ
る

倭や
ま
と
と
と
ひ
も
も
そ
ひ
め
の
み
こ
と

迹
迹
日
百
襲
姫
命
と
主
張
す
る
人
も
、
イ

ヤ
ー
判
り
ま
せ
ん
。

　
女
性
天
皇
は
、
10
代
8
人

　

日
本
の
女
性
天
皇
は
、
推
古
、
皇
極
、
斉

明
、
持
統
、
元げ

ん
め
い明

、
元
正
、
孝
謙
、
称
徳
、

明
正
、
後
桜
町
、
こ
の
中
で
皇
極
、
斉
明
と

孝
謙
、
称
徳
は
同
一
人
物
で
間
を
お
い
て
名

前
を
変
え
、
2
度
女
帝
に
就
任
さ
れ
て
い
る
。

　

推
古
天
皇
は
確
実
な
女
帝
の
最
初
。
夫
敏

達
天
皇
崩
御
後
、
用
明
、
崇
峻
天
皇
と
な
っ

た
が
、
崇
峻
天
皇
が
蘇
我
馬
子
に
暗
殺
さ
れ

要
請
に
よ
っ
て
即
位
、
遣
唐
使
派
遣
、
中
国

と
の
国
交
推
進
、
百
済
人
渡
来
し
朝
鮮
文
化

の
導
入
、
憲
法
17
条
制
定
な
ど
手
腕
を
発
揮

ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
、
天
皇
家
の
祖
神
を
祀

り
な
が
ら
明
治
に
な
る
ま
で
、
天
皇
は
伊
勢

神
宮
に
参
拝
し
な
か
っ
た
と
い
う
記
事
を
見
つ

け
た
。
な
ぜ
参
拝
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
不
審
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。
現

在
は
新
年
に
総
理
大
臣
も
必
ず
参
拝
し
て
い

ま
す
。

　

戦
後
日
本
の
古
代
史
で
最
も
有
名
に
な
っ

た
卑
弥
呼
。
卑
弥
呼
と
は
何
者
だ
と
い
う
話

題
が
学
者
の
間
で
論
争
を
呼
び
、
想
像
を
ふ

く
ら
ま
せ
る
こ
と
が
古
代
史
の
面
白
さ
だ
と

い
う
人
も
。

　

卑
弥
呼
は
九
州
に
い
た
女
性
酋
長
で
、
邪

馬
台
国
は
九
州
福
岡
県
の
山
門
郡
や
大
分
県

の
宇
佐
だ
と
さ
れ
る
意
見
。

　

い
や
邪
馬
台
国
は
畿
内
の
大
和
で
、
垂

仁
天
皇
の
皇
女
倭
姫
命
だ
と
い
う
説
、
そ

照
大
神
。
弟
素す

さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊
の
乱
暴
ぶ
り
に
対
立

し
岩
戸
に
隠
れ
た
と
さ
れ
、
岩
戸
か
ら
出
て

後
、
神
武
天
皇
が
熊
野
で
悪
神
の
た
め
毒
に

倒
れ
た
時
、
八や

た
が
ら
す

咫
烏
に
大
和
へ
入
る
山
中
を

導
か
せ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
八
咫
烏
が

サ
ッ
カ
ー
J
リ
ー
グ
の
エ
ン
ブ
レ
ム
に
使
用

さ
れ
三
本
足
の
鳥
と
話
題
に
な
っ
た
が
、
当

初
サ
ッ
カ
ー
関
係
者
が
八
咫
烏
本
社
の
奈
良

県
宇
陀
神
に
お
参
り
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
た

が
、
今
や
J
リ
ー
グ
の
守
り
神
に
も
。

　

天
皇
家
の
祖
神
で
あ
る
天
照
大
神
が
、
神

話
の
上
で
最
高
の
地
位
に
あ
り
伊
勢
神
宮
に

祀
ら
れ
る
ま
で
に
は
、
い
く
た
の
変
遷
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
伊
勢
神
宮
は
、
女
性
天
皇
で
あ
る
持

統
天
皇
が
、
夫
天
武
天
皇
の
遺
志
を
つ
い
で

即
位
し
た
年
に
宇
治
郷
に
内
宮
、
2
年
後
外

宮
が
完
成
。
こ
れ
が
現
在
の
伊
勢
神
宮
。
い

日
本
史
を
彩
っ
た
女
性
た
ち
第
三
回

講
談
師　

一
龍
斎
貞
花  

〝
日
の
本
は
女
な
ら
で
は
夜
も
明
け
ぬ
国
〟
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性
天
皇
は
い
な
い
。
今
女
性
天
皇
が
云
々
さ

れ
て
い
る
が
、
賛
成
派
と
断
固
反
対
者
も
。

　

学
者
の
中
で
も
意
見
は
ま
ち
ま
ち
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
よ
う
に
、

70
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
み
な
ら

ず
英
連
邦
の
象
徴
と
し
て
、
年
間
2
0
0

以
上
の
公
務
を
は
じ
め
各
種
団
体
の
会
長
や

総
裁
と
し
て
精
力
的
な
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。

人
生
の
す
べ
て
国
民
の
た
め
に
と
活
動
さ
れ
た

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
。
日
本
に
女
帝
は
も
う
誕

生
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

卑
弥
呼
を
演や

れ
と
い
う
方
が
何
人
も
あ
っ

た
が
、
研
究
し
て
い
る
歴
史
家
で
さ
え
い
ろ
い

ろ
説
を
唱
え
て
お
ら
れ
る
だ
け
に
講
釈
師
の

手
に
お
え
る
も
の
で
な
い
と
講
談
化
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
こ
の
原
稿
を
書
き
始
め
た
も
の
の

関
連
書
物
を
読
み
あ
さ
り
ま
し
た
。
拙
稿
お

許
し
下
さ
い
。
古
代
史
で
は
柿
本
人
麻
呂
を

講
談
化
し
て
い
ま
す
。

　

な
に
は
と
も
あ
れ
天
照
大
神
も
、
卑
弥
呼

も
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

　
（
参
考
文
献
・
歴
代
天
皇
百
二
十
四
代
、

人
名
辞
典
、
ウ
ェ
ブ
他
参
照
）

　

大
河
ド
ラ
マ
に
ち
な
ん
で
、
歴
史
を
彩
っ
た

女
性
を
紹
介
し
て
参
り
ま
す
。
お
つ
き
あ
い

下
さ
い
。

し
政
治
の
刷
新
を
行
っ
た
。

　

皇
極
天
皇
は
、
天
智
、
天
武
天
皇
の
母
。

2
期
目
の
斉
明
時
代
に
百
済
救
援
の
た
め
と

朝
鮮
出
兵
を
し
た
が
、
白
村
江
で
大
敗
と
い

う
歴
史
的
決
断
も
。
皇
極
帝
と
し
て
4
年
、

斉
明
帝
と
し
て
6
年
と
、
2
度
女
帝
を
務
め

た
。

　

持
統
天
皇
は
、
女
性
と
し
て
の
治
政
は
日

本
女
帝
史
上
に
重
要
な
位
置
を
占
め
、
太
上

天
皇
の
称
は
こ
の
女
性
よ
り
確
実
と
な
る
と

さ
れ
、
政
治
を
き
ち
ん
と
行
わ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
皇
后
と
し
て
夫
天
武
天
皇
を
補
佐

し
、
そ
の
功
績
大
と
「
日
本
書
紀
」
に
記
さ

れ
天
武
天
皇
が
亡
く
な
る
や
称
制
ま
つ
り
ご

と
を
き
こ
し
め
す
天
皇
と
し
て
政
務
を
行
い
、

そ
の
後
皇
太
子
の
兄
弟
争
い
、
草
壁
皇
太
子

の
将
来
に
期
待
す
る
も
病
死
に
よ
り
正
式
に

帝
に
即
位
、
伊
勢
神
宮
、
藤
原
宮
遷
都
。
文

武
天
皇
に
譲
位
し
太
上
天
皇
と
し
て
政
治
を

行
っ
た
。

　

歌
の
道
に
優
れ
万
葉
集
に
6
首
あ
り
、

　
〝
春
過
ぎ
て
夏
来き

た

る
ら
し
白
た
へ
の
衣こ

ろ
も
ほ乾

し

た
り
天あ

め

の
香
具
山
〟　

は
百
人
一
首
、
新
古
今

集
で
お
な
じ
み
。

　

元
明
天
皇
は
、
後
継
者
（
後
の
聖
武
天
皇
）

が
7
歳
と
若
年
で
あ
っ
た
た
め
即
位
、
和
同

開
珎
鋳
造
、
平
城
京
遷
都
。「
風
土
記
」
の

編
纂
を
命
じ
、「
国
史
」
を
撰
集
。
即
位
中
に

「
古
事
記
」
が
完
成
。
即
位
か
ら
9
年
後
心

身
の
衰
え
を
理
由
に
、
娘
元
正
に
譲
位
。
後

継
者
15
歳
と
若
年
の
た
め
元
明
、
元
正
と
母

娘
2
代
に
わ
た
っ
て
中
継
ぎ
的
役
割
で
し
た

が
、
元
正
帝
時
代
に
「
日
本
書
紀
」
完
成
。

良り
ょ
う
で
ん田

百
万
町
歩
開
墾
計
画
な
ど
、
聖
武
天

皇
に
譲
位
後
も
太
上
天
皇
と
な
り
政
治
的
に

も
影
響
力
を
持
っ
た
と
い
う
。

　

孝
謙
天
皇
は
、
聖
武
天
皇
の
皇
子
が
亡
く

な
り
女
性
初
の
皇
太
子
と
な
り
、
そ
の
後
即

位
。
女
性
の
皇
太
子
も
、
皇
太
子
か
ら
即
位

し
た
女
性
天
皇
は
歴
史
上
た
だ
一
人
。
上
皇

と
な
る
や
後
継
者
の
争
い
が
あ
り
、
再
度
即

位
し
て
称
徳
天
皇
と
な
っ
た
。

　

明
正
天
皇
は
、
徳
川
幕
府
と
朝
廷
と
の

軋あ
つ
れ
き轢
か
ら
父
後
水
尾
天
皇
が
退
位
し
、
男
系

男
子
な
く
皇
女
で
あ
る
明
正
天
皇
が
即
位
し

た
が
、
後
水
尾
天
皇
は
、
徳
川
二
代
将
軍
秀

忠
の
娘
を
皇
后
に
し
な
が
ら
徳
川
幕
府
と
う

ま
く
い
か
ず
退
位
し
た
も
の
の
、
明
正
、
後

光
明
、
後
西
、
霊
元
の
4
代
の
天
皇
の
51
年

間
院
政
を
行
っ
た
実
力
者
。
学
問
・
芸
術
に

造
詣
が
深
か
っ
た
。
明
正
天
皇
の
母
親
と
し

て
和
子
は
、
後
光
明
、
後
西
、
霊
元
天
皇
の

養
母
を
つ
と
め
、
晩
年
は
東
福
門
院
と
し
て

後
水
尾
帝
と
と
も
に
仏
教
を
尊
び
、
信
仰
と

趣
味
の
生
活
を
送
り
、
仏
教
の
歴
史
の
中
に

名
を
残
し
た
。
父
後
水
尾
天
皇
が
院
政
を
し

き
実
権
を
握
り
、
明
正
天
皇
は
目
立
た
な
か
っ

た
が
、
9
0
0
年
間
絶
え
て
い
た
女
帝
で
、

即
位
7
年
後
11
歳
に
な
る
異
母
弟
の
後
光
明

天
皇
に
譲
位
し
た
。

　

後
桜
町
天
皇
は
、
桃
園
天
皇
が
崩
御
し
た

時
皇
嗣
と
定
め
ら
れ
て
い
た
親
王
が
、
5
歳

と
若
年
で
あ
っ
た
た
め
、
桜
町
天
皇
の
皇
女

が
中
継
ぎ
的
に
後
桜
町
天
皇
と
な
っ
て
即
位
、

7
年
後
後
継
者
が
13
歳
と
な
り
後
桃
園
天
皇

に
譲
位
。
和
歌
を
好
み
千
数
百
首
を
数
え
る
。

歴
史
上
最
後
の
女
帝
。

　

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
後
継
者
が
一
人
前

に
な
る
ま
で
の
中
継
ぎ
役
が
多
い
が
、
ど
う

し
て
ど
う
し
て
政
治
の
刷
新
を
行
っ
た
推
古

天
皇
の
よ
う
な
実
力
者
も
。
治
政
中
朝
鮮
出

兵
と
い
う
女
帝
も
、
勿
論
摂
政
の
力
も
あ
っ

た
ろ
う
が
政
務
を
司
っ
た
実
力
者
も
少
な
く

な
い
。

　

文
化
10
年
（
1
8
1
3
）
以
来
日
本
に
女
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